
iMatrix‐511 is a recombinant fragment that retains
full integrin binding activity of  laminin‐511.

継代操作の際、iMatrix-511を細胞懸濁液に直接添加して混合する。
推奨濃度：0.1～0.25μg/ cm2 ※
※ 細胞株、培地の種類の組み合わせにより最適な濃度を設定してください。

iMatrix-511が添加された細胞懸濁を1.0~2.0×10  cells /cm  で4 2 

培養容器に播種する。

STEP 2

STEP 1

 

iMatrix‐511 添加法のメリット

Laminin511‐E8 fragmentだけが実現できる
培養基質の常識を覆す「添加法」が登場！

添加法 （コーティング処理が不要）

１．コーティング操作が不要
２．細胞もプレートも無駄がない
３．基質の使用量は半分

操作が簡単!
コスト低減に大貢献!!

  2 STEPS !



 hPSCの培養基質としての有用性を実証
 医療グレードのhPSCを樹立
 hPSCの基底状態への移行に貢献
 コーティング操作が不要の添加法でhPSCを培養
 
疾患特異的のhPSCを樹立

 ドパミン産生神経細胞

 運動ニューロン
 心筋細胞
 視覚系細胞
 角膜上皮細胞
 胆管上皮細胞
 肝実質細胞
 胚体内胚葉細胞
 糸球体上皮細胞
 ＊心筋細胞に分化するためのhPSCを培養

 ＊生殖系細胞に分化するためのhPSCを培養

 ＊間葉系細胞に分化するためのhPSCを培養

 ヒト角膜内皮細胞

 ヒト角膜縁上皮前駆細胞

ヒト多能性幹細胞
（hPSC）の
樹立・培養技術

hPSCから
分化誘導した細胞

ヒト初代細胞の培養

ラミニン-インテグリン間
相互作用の
分子メカニズム
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iMatrix-511
892 011
892 012

350㎍ : 175㎍×2pcs.
 1,050㎍ : 175㎍×6pcs.

￥28,000
￥72,000

商品コード 容量 標準価格（税別）商品名
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コーティング法：1 mgのiMatrix‐511で6ウェルプレート35枚分
　　　  添加法：1 mgのiMatrix‐511で6ウェルプレート70枚分


